
(57)【要約】

【課題】自転車等軽車両の標示ランプは、ＬＥＤや白熱

電球からなる光源とアルミなどの反射材を併用使用して

装着し、被視認性を確保している。しかし標示ランプと

しては、被視認性の向上から更なる改良が要求されてい

る。明るさ、省電力双方の条件を満たすものとして、唯

一自発光で電力の追加なしで要求を満たすことの可能性

があるのが蓄光材である。しかし、明るさの確保、設計

の自由度等の点で実用化されていないのが現状である。

本発明は以上の諸問題を解決し、標示ランプとしての被

視認性機能を向上させることにある。

【解決手段】蓄光材を効率的に励起させるために、光源

に輝度の高いキセノンランプ３を使用し、キセノンラン

プ３と蓄光材付スリーブ４を一つの光源とし、キセノン

ランプ３を間欠点灯することによって蓄光効率を上げ、

且つ一体化した光源を標示ランプ１の光学系の焦点に設

け自在に光学設計を行うことにより、被視認性機能の向

上を図った。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
キ セ ノ ン ラ ン プ の 長 手 方 向 に 沿 っ て ス リ ー ブ を 設 け 、 そ の ス リ ー ブ の 一 部 又 は 全 周 に 亘 っ
て 、 蓄 光 材 を 被 覆 し た 光 源 を 持 つ 標 示 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
蓄 光 材 を 、 直 接 キ セ ノ ン ラ ン プ に 被 覆 し た 光 源 を 持 つ 標 示 ラ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 主 に 標 示 ラ ン プ に 関 し キ セ ノ ン ラ ン プ か ら な る 光 源 と 、 蓄 光 材 の 両 方 の 特 性 を
利 用 し 発 光 さ せ て 、 被 視 認 性 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 標 示 ラ ン プ と し て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ や 白 熱 電 球 か ら な る 光 源 と ア ル ミ な ど の 反 射
材 を 併 用 使 用 し て 装 着 し 、 被 視 認 性 を 確 保 し て い る の が 一 般 的 で あ る が 、 更 に は 自 発 光 で
視 覚 に 強 く 訴 え る も の が 要 求 さ れ て い る 。 現 状 で は 消 費 電 力 、 コ ス ト の 面 で の 制 約 が あ り
、 唯 一 自 発 光 で 電 力 の 追 加 な し で で き る の が 蓄 光 材 で あ る 。 蓄 光 材 に つ い て は 光 源 と の 組
み 合 わ せ に よ る 照 明 技 術 が 、 多 く 紹 介 さ れ て い る 。 内 容 と し て は 、 以 下 に 集 約 さ れ る 。
（ １ ） 蓄 光 材 シ ー ト に 、 別 に 設 け ら れ た 外 部 光 源 か ら 光 を 照 射 し 、 蓄 光 材 シ ー ト を 励 起 発
光 さ せ 、 蓄 光 材 シ ー ト そ の も の を 標 識 灯 と し て 利 用 す る 。
（ 特 開 平 ８ － １ ３ ７ ４ １ ９ 参 照 ）
（ ２ ） 内 部 に 、 光 源 を 備 え る ラ ン プ ケ ー ス に 蓄 光 材 シ ー ト を 貼 付 し 、 蓄 光 の 励 起 光 を 標 識
と し て 利 用 す る 。
（ 特 願 平 ９ － １ ８ ３ ０ ２ ９ 参 照 ）
（ ３ ） 蛍 光 ラ ン プ の 外 側 に 蓄 光 材 を 塗 布 し 、 蛍 光 ラ ン プ を 消 灯 し た 後 、 蓄 光 材 か ら の 励 起
残 光 を 照 明 と し て 利 用 す る 。
（ 特 開 平 ９ － ５ ５ １ ８ ９ 参 照 ）
こ れ 等 の 技 術 は 、 （ １ ） （ ２ ） に つ い て は 、 光 源 と 蓄 光 材 が 一 体 で な く 独 立 し て 設 け ら れ
て お り 、 蓄 光 効 率 が 悪 く 、 又 レ ン ズ 、 反 射 鏡 を 使 っ て 標 示 ラ ン プ と し て 自 在 に 光 学 設 計 が
で き な い 。 （ ３ ） に つ い て は 、 標 示 ラ ン プ で な く 照 明 ラ ン プ し て 使 用 す る も の で あ る が 、
こ れ も （ １ ） （ ２ ） の 理 由 と 同 様 、 光 源 と し て 蓄 光 材 を 使 用 し た も の で な い た め 、 レ ン ズ
や 反 射 鏡 等 の 光 源 系 を 使 っ た 標 示 ラ ン プ と は 基 本 的 に 異 な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 Ｌ Ｅ Ｄ や 白 熱 電 球 か ら な る 光 源 の 標 示 ラ ン プ は 、 自 転 車 等 軽 車 両 の 走 行 な
ど に 使 用 す る に は 明 る さ が 不 足 し た り 、 又 逆 に 消 費 電 力 が 大 き す ぎ る と い う 問 題 点 が あ り
、 現 在 は 光 源 を 使 わ な い 反 射 器 の み の 装 着 で 普 及 し て い る 。 消 費 電 力 を 増 や さ ず 自 発 光 で
き る も の と し て 蓄 光 材 が 考 え ら れ る が 、 標 示 ラ ン と し て 蓄 光 材 を 使 用 す る に は 、 励 起 光 の
明 る さ を 増 大 す る た め の 飛 躍 的 な 解 決 策 が 必 要 で あ り 、 こ れ を 解 決 す る こ と が で き れ ば 標
示 ラ ン プ と し て の 用 途 は 大 き く 拡 大 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な こ と か ら 本 発 明 は 自 発 光 で 明 る く 、 且 つ 消 費 電 力 が 少 な く 、 更 に 新 規 性 の あ る
励 起 発 光 を 導 入 し 、 十 分 な 明 る さ が 得 ら れ る 標 示 装 置 の 開 発 に よ り 被 視 認 機 能 を 向 上 さ せ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 点 に 鑑 み た も の で 、 ケ ー ス 状 を な す 標 示 ラ ン プ の 、 標 示 部 分 を 構 成 す
る 透 明 な 外 郭 部 材 の 内 側 に 、 キ セ ノ ン ラ ン プ か ら な る 光 源 と 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の 間 欠 点 灯
を 補 完 す る 目 的 で 、 キ セ ノ ン ラ ン プ 間 欠 消 灯 時 に 光 エ ネ ル ギ ー を 放 出 さ せ る た め の 蓄 光 材
を 設 け 、 更 に そ の 蓄 光 材 を よ り 効 果 的 に 利 用 す る た め キ セ ノ ン ラ ン プ に 近 づ け 、 こ れ を 一
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体 化 し 一 個 の 光 源 と し 、 キ セ ノ ン ラ ン プ と 蓄 光 励 起 光 と の ２ 機 能 ラ ン プ を 実 現 さ せ 、 又 こ
の 光 源 を 光 学 系 の 焦 点 近 傍 に 位 置 さ せ 光 学 設 計 に よ っ て 、 自 由 度 を 広 げ 用 途 に 応 じ た 配 光
設 計 が 得 ら れ る 明 る い 標 示 ラ ン プ の 実 現 化 を 目 指 し 、 又 間 欠 点 灯 す る キ セ ノ ン ラ ン プ の 光
と 蓄 光 材 か ら の 励 起 光 を 合 体 さ せ た キ セ ノ ン ラ ン プ の 強 い 閃 光 の 特 長 を 生 か し 、 且 つ 各 閃
光 間 を 蓄 光 材 の 励 起 光 で 補 完 し 連 続 し た 光 を 出 す 標 示 ラ ン プ を 開 発 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 標 示 ラ ン プ に お け る 一 実 施 例 に つ い て 、 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ は 、 標 示 ラ ン プ の 外 形 を 示 し た 図 で 、 標 示 ラ ン プ １ ， の 透 明 な 外 郭 部 材 ２ ， の 内 側 に
、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ， と 蓄 光 材 付 ス リ ー ブ ４ ， の 装 着 状 態 を 示 し た も の で あ る 。 こ こ で は
透 明 な 外 郭 部 材 ２ ， は 光 学 系 の 一 つ の 例 を 図 で 凸 レ ン ズ を 示 し た も の で あ り 、 こ の 凸 レ ン
ズ を 通 過 し た キ セ ノ ン ラ ン プ の 光 束 と 、 同 時 に 発 光 す る 蓄 光 材 の 励 起 光 が 制 御 さ れ る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ， の 周 り に ス リ ー ブ ５ ， を 設 け 、 そ の ス リ ー ブ に
蓄 光 材 ６ ， を 被 覆 又 は 煉 り 込 ま せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ３ （ ａ ） は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ， に 直 接 蓄 光 材 ６ ， を 被 覆 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 使 用 例 を 示 す も の で 外 郭 部 材 ２ ａ ， を 凸 レ ン ズ と し 、 光 学 系 の 焦 点 近 傍
に 置 か れ た 光 源 （ キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ＋ 蓄 光 材 ６ ） か ら の 光 を 、 凸 レ ン ズ に よ り 制 御 し 平 行
光 線 ７ ， に ま と め 標 示 ラ ン プ と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 使 用 例 を 示 す も の で 外 郭 部 材 ２ ａ ， を 平 レ ン ズ 又 は 平 板 と し 、 そ の 代 替
え と し て 光 源 の 後 部 に 回 転 放 物 面 反 射 鏡 ９ ， 又 は 類 似 反 射 鏡 を 設 け 、 光 源 か ら の 光 を 反 射
さ せ 制 御 し 平 行 光 線 ７ ， に ま と め 標 示 ラ ン プ と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ６ は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の 閃 光 の 裸 光 度 を 示 す も の で キ セ ノ ン ラ ン プ 駆 動 回 路 を 含 め た キ
セ ノ ン ラ ン プ の 閃 光 の 特 性 は 次 の 通 り で あ る 。
閃 光 数 １ ８ ０ 回 ／ 分 、 消 費 電 力 １ ０ Ｗ 、 裸 光 度 １ ５ 万 ｃ ｄ 。
キ セ ノ ン ラ ン プ の 閃 光 は 、 エ ネ ル ギ ー が 瞬 間 的 に 発 光 さ れ る た め 測 定 値 と し て は １ ５ 万 ｃ
ｄ 以 上 と し て 記 載 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ７ （ ａ ） は 、 図 ６ で 示 し た キ セ ノ ン ラ ン プ の 閃 光 を 蓄 光 材 に 照 射 し て そ の 残 光 輝 度 を 測
定 し た も の で あ る 。 蓄 光 材 の 試 料 は 厚 さ ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 、 組 成 Ｚ ｎ Ｓ ： Ｃ ｕ を 使 用 し
た 。 又 縦 軸 は 輝 度 （ ｃ ｄ ／ ｍ ２ ） 、 横 軸 は 時 間 （ 分 ） で 示 し た 。
図 ７ （ ｂ ） は 、 図 ７ （ ａ ） の 横 軸 と 時 間 （ 秒 ） で 示 し た も の で あ る 。 蓄 光 材 の 励 起 光 は ，
被 照 射 時 間 を 秒 単 位 で 繰 り 返 す こ と に よ っ て 高 輝 度 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ８ は 、 図 ６ で 示 し た 測 定 値 と 図 ７ （ ｂ ） で 示 し た 測 定 値 を 合 成 し た も の で 、 キ セ ノ ン ラ
ン プ の 間 欠 点 灯 を 蓄 光 材 の 励 起 光 で 補 完 し た 状 態 図 を 示 す も の で 全 体 と し て は 連 続 的 な 配
光 パ タ ー ン を 形 成 し て い る 、 又 蓄 光 材 の 励 起 光 の 明 る さ は ピ ー ク 時 で 約 １ ０ （ ｃ ｄ ／ ｍ ２

） の 値 が 得 ら れ て お り ， こ の 値 は 標 識 灯 に 関 す る Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ ５ １ ０ ０ で 示 さ れ て い る ５ 分
後 の 蓄 光 材 の 残 光 値 ２ ０ （ ｍ ｃ ｄ ／ ｍ ２ ） 以 上 に 比 べ る と 問 題 な い 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ９ は 、 励 起 光 を 得 る た め に 蓄 光 材 に 与 え る エ ネ ル ギ ー （ 照 度 で 評 価 ） と 蓄 光 材 か ら の 励
起 光 の 輝 度 を 示 す も の で 、 蓄 光 材 に は 大 き な エ ネ ル ギ ー を 与 え れ ば そ の ぶ ん 励 起 光 の 輝 度
も 大 き く な る こ と は 当 然 で あ る が 、 限 ら れ た 光 源 を 使 用 す る 場 合 に は 、 光 源 を 蓄 光 材 に で
き る 限 り 近 づ け る 方 が 有 利 と な る （ 距 離 の 二 乗 で 光 度 を 除 い た 値 が 照 度 と な る ） 。 従 っ て
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、 本 発 明 で は キ セ ノ ン ラ ン プ と 蓄 光 材 を 一 体 化 し て 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ ０ は 、 蓄 光 材 の 厚 み と 励 起 光 の 輝 度 と の 関 係 を 示 す も の で 、 ８ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ 程
度 ま で は 厚 み を 増 し た 方 が よ い 。 し た が っ て 蓄 光 材 の 使 い 方 と し て は 、 蓄 光 材 の 厚 み を 最
大 ま で 利 用 す る 方 が 有 利 で あ る が 一 方 で は 標 示 面 が 大 き い 場 合 蓄 光 材 の 使 用 量 も 大 き く な
る 。 本 発 明 で は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ と 一 体 化 し て 使 用 す る も の で あ り 蓄 光 材 は 少 量 で よ い 。
従 っ て 、 全 体 と し て は 図 ９ 、 図 １ ０ の 効 果 を 合 わ せ 、 本 発 明 の キ セ ノ ン ラ ン プ と 蓄 光 材 を
一 体 化 し て 使 用 す る こ と に 優 位 性 を 見 出 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 、 標 示 ラ ン プ １ ， の 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ， 及 び 蓄 光 材 ６ ，
を 一 体 化 し 且 つ 標 示 ラ ン プ １ ， の 光 学 系 の 焦 点 位 置 近 傍 に 配 置 す る こ と に よ り 、 キ セ ノ ン
ラ ン プ ３ ， の 閃 光 と 同 時 に 励 起 さ れ る 蓄 光 材 ６ ， の 励 起 光 が 標 示 ラ ン プ １ ， よ り 同 時 に 放
射 さ れ 標 示 ラ ン プ １ ， と し て の 設 計 の 自 由 度 を 増 大 さ せ る 。 蓄 光 材 ６ ， の 励 起 光 の 増 大 、
キ セ ノ ン ラ ン プ の 閃 光 と 励 起 光 を 同 時 に 一 つ の 標 示 ラ ン プ １ ， に 利 用 で き る 。 キ セ ノ ン ラ
ン プ ３ ， の 閃 光 が 間 欠 で あ っ て も 励 起 光 に よ り そ の 間 を 補 完 し 連 続 光 と な る 。 更 に 光 源 が
焦 点 位 置 に あ る た め 光 学 設 計 に よ り 集 光 拡 散 が 自 由 と な り 状 況 に 応 じ た 標 示 ラ ン プ １ ， の
設 計 が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 標 示 ラ ン プ １ ， の 概 略 図 で 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ， 蓄 光 材 付 ス リ ー ブ ４ ，
の 使 用 例 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 詳 細 、 ス リ ー ブ ５ ， へ の 蓄 光 材 ６ ， の 被 覆 例 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 詳 細 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ， へ の 蓄 光 材 ６ ， の 被 覆 例 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し た も の で 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ， は 、 充 電 抵 抗 、 ト リ ガ ー コ
ン デ ン サ ー 、 主 コ ン デ ン サ ー 等 か ら 構 成 さ れ て い る 駆 動 回 路 ８ ， に よ り 点 灯 さ れ る キ セ ノ
ン ラ ン プ ３ ， が 、 閃 光 点 灯 さ れ る と 同 時 に 蓄 光 材 ６ ， が 励 起 さ れ 発 光 す る 。 こ の ２ 種 類 の
光 が 外 郭 部 材 ２ ａ ， （ 凸 レ ン ズ ） に よ り 制 御 さ れ 平 行 光 線 ７ ， と な り 、 光 源 か ら の 光 が 集
光 さ れ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 し た も の で 図 ３ の 外 郭 部 材 ２ ａ ， （ 凸 レ ン ズ ） の 代 わ り
に 外 郭 部 材 ２ ｂ ， （ 平 面 レ ン ズ ） と し 、 光 の 制 御 に つ い て は 光 源 （ キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ＋ 蓄
光 材 ６ ） の 後 部 に 回 転 放 物 面 反 射 鏡 ９ ， を 設 け 、 光 を 反 射 制 御 し 光 源 か ら の 平 行 光 線 ７ ，
と し 光 源 か ら の 光 が 集 光 さ れ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ６ 】 キ セ ノ ン ラ ン プ か ら 放 射 さ れ る エ ネ ル ギ ー を 裸 光 度 で 測 定 し た グ ラ フ を 示 す 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） 図 ６ で 測 定 し た キ セ ノ ン ラ ン プ を 蓄 光 材 に 照 射 し て 、 蓄 光 材 の 残
光 輝 度 性 を 示 し た も の で 、 蓄 光 材 は 時 間 の 経 過 と 共 に 輝 度 低 下 は 著 し い が 秒 単 位 で は 高 い
輝 度 が 得 ら れ る 。 図 ７ （ ａ ） は 、 横 軸 を 時 間 （ 分 ） 、 図 ７ （ ｂ ） は 、 横 軸 を 時 間 （ 秒 ） で
示 し た も の で あ る 。
【 図 ８ 】 キ セ ノ ン ラ ン プ の 光 度 測 定 し た 図 ６ と 、 蓄 光 材 か ら の 励 起 光 の 輝 度 を 図 ７ （ ｂ ）
で 示 し た 秒 単 位 の も の の み の デ ー タ を 使 っ て 合 成 し た 状 態 図 を 示 す 。
【 図 ９ 】 蓄 光 材 を 励 起 す る た め の 照 度 と 、 そ の 明 る さ に よ っ て 励 起 さ れ た 輝 度 と の 関 係 を
示 す 。
【 図 １ ０ 】 蓄 光 材 の 厚 み と 、 残 光 輝 度 の 関 係 に つ き 示 す 。 蓄 光 材 は 基 本 的 に 厚 く す る 方 が
励 起 光 は 明 る く な る 。 輝 度 の 増 加 率 は 小 さ く な る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 標 示 ラ ン プ
２ 　 　 　 　 外 郭 部 材
２ ａ 　 　 　 　 　 　 外 郭 部 材 （ 透 明 部 材 凸 レ ン ズ ）
２ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 外 郭 部 材 （ 透 明 部 材 平 レ ン ズ ）
３ 　 　 　 　 　 　 キ セ ノ ン ラ ン プ
４ 　 　 　 　 　 　 蓄 光 材 付 ス リ ー ブ
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５ 　 　 　 　 　 　 ス リ ー ブ
６ 　 　 　 　 　 　 蓄 光 材
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 平 行 光 線
８ 　 　 　 　 　 　 　 　 駆 動 回 路
９ 　 　 　 　 回 転 放 物 面 反 射 鏡

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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